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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　分離可能な接点を有する開閉装置に結合可能で、正面及び背面を形成するケースを有し
、前記開閉装置の正面又は内部に連結される開閉装置の通信ユニットにおいて、
　前記通信ユニット（３０）のケース（３１）はその正面（３１ａ）に、
　前記開閉装置の本体を監視及び制御する外部装置を接続するための、バス線の通信線を
接続することのできる信号入出力用の第１の接続器（３３）と、
　前記開閉装置の本体の制御信号入力端子の接続線に接続することのできる信号出力用の
第２の接続器（３５）と、
　を備え、
　前記通信ユニットの正面（３１ａ）の反対側に、前記開閉装置に配置され且つ移動によ
り前記開閉装置の状態を変化させる機械制御機器と、係合できる、少なくとも１個の機械
的スイッチ（３８）を、備えたことを特徴とする通信ユニット。
【請求項２】
　前記第１の接続器（３３）は、通信ユニットの正面に位置するコネクタに配置されたピ
ンであって、前記開閉装置を制御するための入力ピン（３３ｂ）及び前記開閉装置の状態
を通知するための出力ピン（３３ｃ）を含むことを特徴とする請求１に記載の通信ユニッ
ト。
【請求項３】
　前記第１の接続器（３３）は、通信ユニットのケースの正面のコネクタに配置され、電
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子処理回路（３６）用の、入力電源ピン（３３ａ）を含むことを特徴とする請求１に記載
の通信ユニット。
【請求項４】
　前記第２の接続器（３５）の本数は３本であり、そのうちの２本（Ｏ１、Ｏ２）はオン
、オフ信号用に使用され、３本目の接続器（Ｏ３）は逆方向への回転信号用に使用するこ
とを特徴とする請求１に記載の通信ユニット。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、分離可能な大電流用接点を有する接触器や遮断器等の開閉装置に追加すること
のできる通信ユニットに係り、特に、オン、オフ制御用の電磁石、電気障害の保護装置及
び手動のオン、オフ機器を有する電動機の起動装置に追加できる通信ユニットに関する。
【０００２】
【従来の技術】
この種の従来の通信ユニットとして、開閉装置の正面又は内部に結合され、ケースを有す
る通信ユニットがある（例えば、特許文献１参照）。また、一般にブレーカに使用される
制御用の通信ユニットは、少なくとも１つのスイッチ機器及び／又は、機械的な対話機器
及び／又は電気接続機器により、開閉装置と通信できる処理回路を備えることが公知であ
る。
【０００３】
【特許文献１】
特表ＷＯ０１／２７９５８公報
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上述した追加の通信ユニットは、開閉装置との通信や制御のために、通常の制御配線又は
フィールドバス等のバス配線を簡単に接続することができない。
また、かかる配線を通過する制御指令を開閉装置へ再配分することができない。
【０００５】
本発明の目的は、これらの問題点を解決することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明に係る通信ユニットは、ケースの正面に、
開閉装置の本体を監視及び制御する外部装置を接続するための、バス線の通信線を接続す
ることのできる信号入出力用の第１の接続器と、
開閉装置の本体の制御信号入力端子の接続線に接続することのできる信号出力用の第２の
接続器と、
を備えている。
【０００７】
通信ユニットを外部と接続する接続器、及び制御指令を開閉装置へ再配分する接続器は、
通信ユニットの正面に配置されるので、通信ユニットの他の壁面は、特に開閉装置のケー
スへの差込ガイドとして、また、電気接続及び機械的な対話等の機能に使用できる。従っ
て、開閉装置と通信ユニットから成るシステムの小型化が可能になる。
【０００８】
第１の接続器として、通信ユニットの正面に位置するコネクタに配置されたピンを使用で
き、開閉装置を制御するための入力ピン、及び、開閉装置の状態を通知するための出力ピ
ンを含んでもよい。また、第１の接続器を有する通信ユニットの内部に処理回路又は逆転
装置等の電源接続器を含んでもよい。
【０００９】
好ましくは、第２の接続器の本数を３本とし、そのうちの２本はオン、オフ信号として使
用し、３本目は装置の回転方向の逆転信号として使用する。
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【００１０】
通信ユニットの背面に、主装置に配置された、移動により主装置の状態を変化させる機械
制御機器と係合できるスイッチ機器を少なくとも１個備えてもよい。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を図面に示す好適な実施形態に基づいて詳細に説明する。図１に示した開閉
装置１０は、メインケース１１を備えた多重極の電動機の起動装置でなっている。メイン
ケース１１は、電気機械の部材を有するベース１２及びベース１２に取り外し自在に固定
された保護用の電子ユニット又はモジュールを含む。電動機の起動装置は、電磁接触器及
びブレーカを含むか、これらを一体化した構成であっても良い。
【００１２】
ベース１２は電源に接続する入力用の電力端子１４ａ及び電動機等の負荷を接続する出力
用の電力端子１４ｂを備えている。機械的スイッチ１５の端子が内部電力線によって端子
１４ａ，１４ｂに接続される。少なくともオン位置とオフ位置に設定される手動制御ボタ
ン１６が、開閉機構１７を介して、機械的スイッチ１５の可動接点を作動させる。図１で
は、機械的結合を灰色の矢印で示す。
【００１３】
保護用の電子ユニット２０は、適切な電気導体及び接続器によって、磁石式過電流トリガ
回路１８及び任意にオン、オフ制御するための電磁石１９に接続され、トリガー回路１８
及び電磁石１９は、ベース１２に装着されている。特に、電子ユニット２０が挿入された
状態で、この電子ユニット２０で隠されたベース１２の前方の表面１２ａに対向するよう
に、電子ユニット２０の背面に、電磁石１９のコイル電源及び制御用の２本の接続器２１
を設けて、表面１２ａに配置された相補接続器に接触する。
電気機械／電子形式の通信ユニット３０は、保護用の電子ユニット２０の下になり、ベー
ス１２の低部突起部１２ｃの上になり、ベース１２の側壁１２ｄ間の空間に、取り外し可
能に装着される。この通信ユニット３０は、正面３１ａ、背面３１ｂ、上面３１ｃ、下面
３１ｄ及び側面３１ｅ、３１ｆを有するケース３１を備えている。電動機の起動装置の構
成が図示したものと異なる場合には、通信ユニット３０を適切な収納部に実装して接続す
る。
【００１４】
図４に示すように、通信ユニット３０の正面３１ａに、信号入出力用の接続器としての多
ピンコネクタ３３のために開口３２が設けられ、またＯ１、Ｏ２及びＯ３と指定された３
本のピンを有する接続器としてのコネクタ３５のために開口３４が設けられる。多ピンコ
ネクタ３３は、バス又は薄膜形式の外部電源及び通信配線と接続する。好ましくは、電源
ピン３３ａ、すなわち、Ｖ＋電位の端子及び０Ｖ電位の端子、信号入力ピン３３ｂ及び信
号出力ピン３３ｃを含む。信号入力ピン３３ｂには、例えば、第１又は第２の回転方向を
設定する制御信号を与え、また、信号出力ピン３３ｃには、例えば、電極の状態、ボタン
の状態、装置のトリガー状態等を指定する出力信号が与えられる。図示された実施形態で
は、多ピンコネクタ３３はＲＪ４５形式であることが好ましい。
【００１５】
通信ユニット３０内では、Ｖ＋電位の電源ピン３３ａをそれぞれＯ１とＯ３の出力ピンに
接続する配線上に配設される２個のスイッチ３７が処理回路３６に付帯される。また０Ｖ
電位の入力電源ピン３３ａが出力ピンＯ２に接続される。通信ユニット３０内に配置され
る２個の機械的スイッチ３８が、開閉機構１７の指令１２ｆによって作動され、一方で開
閉装置１０の機械的スイッチ１５の閉開状態により、他方で手動制御ボタン１６又は開閉
装置１０のトリガー状態により、切り替えられる。他の実施形態では、電子ユニット２０
と通信ユニット３０との間を適切に接続する、電子ユニット２０との電気接続回路３９を
備え、トリガー時の電流等のより詳細な状態情報を処理回路３６を通して、ピン３３ｃに
接続されたバスに送信する。
【００１６】
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簡易構成の実施例において、すなわち、逆転装置がない場合（図１）、電位がそれぞれＶ
＋と０ＶであるピンＯ１とＯ２が開閉装置のベース１２の入力ピン１２ｅに接続され、ピ
ンＯ３は接続しない。この場合、相互接続器５０が通信ユニット３０のコネクタ３５のピ
ンＯ１、Ｏ２を開閉装置１０の入力ピン１２ｅに接続する（図４参照）。
【００１７】
逆転装置４０を備えた実施形態（図３参照）において、ピンＯ１、Ｏ２がそれぞれのスイ
ッチ３７によってＶ＋の電源ピンに接続され、回転方向（正転又は逆転）によって、片方
のみに電圧を与え、またピンＯ２は逆転装置４０の接地入力に接続する。これは通信ユニ
ット３０のコネクタ３５のピンＯ１、Ｏ２、Ｏ３に接続する入力ピン４２、及びベース１
２の入力ピン１２ｅに接続する出力ピン４３を設けたケース４１を備える。
【００１８】
５２で示すように、相互接続ユニット５１は、開閉装置の出力用の電力端子１４ｂのネジ
に固定できるように構成される。
【００１９】
図５では、例えばＡＳ－ｉ形式の二本線バスを接続できる通信ユニットを示す。
【００２０】
【発明の効果】
以上の説明によって明らかなように、本発明によれば、分離可能な接点を有する開閉装置
との通信や制御を行うために、配線を簡単に接続することができ、この配線を通過する制
御指令を開閉装置へ再配分することのできる通信ユニットを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による通信ユニットを備えたモーター起動装置の説明図。
【図２】通信ユニットの一実施例を示す略図。
【図３】電動機の逆回転を可能とする構成を有する同じ装置の説明図。
【図４】平行な通信配線と接続できる通信ユニットの斜視図。
【図５】２本線バスと接続できる通信ユニットの一部を示す斜視図。
【符号の説明】
１０　開閉装置
１１　メインケース
１２　ベース
１５　機械的スイッチ
２０　電子ユニット
３０　通信ユニット
３１　ケース
３１ａ　ケースの正面
３１ｂ　ケースの背面
３２，３４　開口
３３　多ピンコネクタ
３５　コネクタ
３６　処理回路
３７　スイッチ
３８　機械的スイッチ
４０　逆転装置
５０　相互接続器
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